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＜連絡事項＞
· 9/28(火)・29(水)院内研修実施予定。出欠入力する事。

· 9/30(木)・10/1(金)、看護グループ内研修実施予定。対象は看護上級以外。

· 今週中に人事考課表を提出。

· インフルエンザ予防接種の希望を9/29までに確認し入力する事。

· 明日、医局懇親会実施予定。役職は参加となる為、本部へ出席の連絡をする事。

＜青明舎　登録者様情報交換＞

中村　鶴子様～現在八戸市に住所があるが、五戸へと住所を移したいと希望あり、手続きの相談を受けている。

下妻　康貴様～パセリー菜の店長が代わり、依然いた店長が戻ってくる事、副店長が新事業を起こす為辞職となる事、実習生が12月で辞めてしまうことを報告しており、「男が今は3人いるけど、1人になってしまう」と話され、男性スタッフが辞職した後、力仕事での負担が増えることを訴えている。又、副店長とは私的な交流も持っていた為、辞職することへのショックもあると訴えている。

森　美保子様～ナイトケアへの興味を持っており、今後ナイトケア見学の可能性あり。現在、寿楽荘にて働いているが、仕事中に涙が出てしまい仕事へのストレスもある為、職場へ就労時間の短縮を交渉中。ささクリニック通院しており、デイケア利用の経歴もあるが、自分の話を聞いてもらえないと訴えており、ナイトケア利用を行うことで話を聞いてもらいたいと希望している。

我満奈津紀様～金曜日に娘様とうみねこ学級の先生とで面談を行い、今後は火・水・木曜日でうみねこ学級を利用することとなったとの事。娘様のうみねこ学級利用に伴い送迎の必要がある為、デイケアの利用日も変更したいと希望あり。本人からは月・金曜日でのデイケア利用を希望。担当医へも相談してきたとの事。

本人の最近の様子として、自宅に居ても落ち着かず、常に掃除など行い身体を動かしていると報告している。「日中に活発になると、その後自分の病状が心配」と訴えているが、現状では睡眠への影響や疲労感の自覚・蓄積などはなく、生活への影響は見られないと報告している。変化としては、「家がきれいになった」と話される為、身体・病状への影響も考えられる為、落ち着かない状態が続くようであれば再度報告を頂きたいことを説明している。

大久保康弘様～デイケアの利用及び体験を行いたいと希望あり、担当医からは週1日程度での許可を受けている。ご家族の意向や、関係機関との調整・情報共有も必要となってくる為、事前に話し合いを行う事を説明している。関係機関での話し合いを設け、生活全体の情報共有を行い、デイケア利用を行うのであれば、フォロー体制を整えてから進めていくことを検討する。お兄様については、本人から今後はうみねこ幸房の利用を考えていると話していたと情報受けている為、本人の訴えについても確認を行っていく。

冨田　紀子様～非喫煙者だが、タバコを購入して巴様に箱ごとあげていることあり、スタッフ介入し返却している。「どうしてばれたのかしら」と話している為、デイケアでの物のやり取りは禁止であることを説明しているが、説明に対してあまり納得した様子は無い。

田中　一　様～デイナイトケア利用開始時の利用契約書の半分を本人が所持していないとの事で、コピーを本人へ渡している。その後、写しについて訴えてくることは無い。

前野　義勝様～金曜日にナイトケアにて夕食作りを行い、参加の予定としていたが、金欠により参加をキャンセルしたいと当日訴えあり。水曜日まで所持していたお金￥6800程を使ってしまったと話しており、残金を確認しようとするが「計算しながら使っているわけではない」と逆ギレした様子で話される。「もうナイトケアには来ません」と話す為、担当医やうみねこ幸房にも話すように説明すると、「言わないで下さい。また来週から来ます」と手のひらを返している。

久保　興介様～先々週のSST実施後から欠席が続いていたが、本日来所。幸房を月曜日も利用したいと考えていたが、今日のデイケアの雰囲気があまりストレスとならなかったとの事で、幸房の利用日変更については再度考えたいと話している。SSTでの出来事について気にしているとのことで、「友達作らなきゃ駄目なんですか？逃げることは悪いことなんですか？」と話す。どのような行動も成長に繋がること、全てのことにメリット・デメリットがあることを踏まえ、自分が選んだ行動に責任を持つように説明している。

長瀬紘一郎様～今朝電話連絡があり、「医事で働かなくてはいけないから、デイナイトケアには行けない」と訴えている。土曜日に、パソコンを自分は行える為、医事でなら働けると話していた事を受け、本人の中で話しが肥大したものと考えられる。本人へは、通所するよう説明すると直ぐに来所している。

高橋　百壽様～10/8以降に通所すると連絡あり。体調は問題ないが、火曜日に八戸赤十字病院の受診日となる為、通所を水曜日に変更したいと希望あり。

＜事例検討＞

種本　サハ様（70）統合失調症　合）糖尿病　　デイナイトケア利用：6年3ヶ月

検討内容　治療計画の見直し

治療計画
1 生活上の不安や心気的な訴えが多く聞かれる為、こまめに声掛けし、面談を行なっていく。

2 体調不良を理由に欠席することがあるので、デイナイトケアプログラムの目的と意義についても説明し、できるだけ出席できるよう促していく。

評価
1 について

· 膝の痛みを訴えているが、デイナイトケアを休みたいと話すことはない。

· プログラム中にスタッフへ無断のままロッカーにて横臥している事がある。

· 生活上での不安の訴えは聞かれない。

· 糖尿病の診断となってから、1日3食で摂取することが出来ていたが、最近4食を摂取してしまっているとの事。

· 食事量が増えている理由として、デイナイトケアからの帰宅後に掃除を行い、空腹の為４食目を摂取してしまうと話す。

· 体重は減少傾向にあり、現在52.2kg（BMI25.7）。

2 について

· タクシーを使用してから欠席する事は無い。八戸赤十字病院受診日はデイナイトケア利用日から外している。

· 欠席する事はない為、治療計画②については完遂とする。

今後の治療計画
· ②の計画は遂行とし、変更。①と②の計画を混合して1つの計画とする。

· ②の治療計画として、食事内容に関して計画を立案していく。

＜利用者様情報＞
繁名　和恵様～「ダボハゼが上がってくる」「蛋白質とうんこがあがってくる」と体調不良を訴えているが、表情は良くプログラムへの参加には支障ない。

北村　奈美様～泣きながら通所に連絡あり、「吐き気がする」「精神的な不調」と訴えており、「話をまとめる事がパニックになって出来ない」と話している。原因については話さず、自宅では弟様が話をいつも聞いてくれるが、交際相手と一緒にいる為話が出来ないとの事。特定スタッフ名を挙げて話を聞いて欲しいと希望聞かれているが、特定スタッフ不在の為再度連絡を入れるよう時間を伝えている。その後再度連絡が入ることは無い。

巴　　勇樹様～他者からタバコを貰っていることや、強請っている事あり。タバコを1箱貰っていたと情報あり、本人へ確認しているが「貰っていない」と否定。本人のロッカーを確認すると、タバコが入っており、貰った相手へ返却して頂いている。

高島吉太郎様～他者のコーヒーを勝手に飲んでいる事あり、他メンバーからの情報では先週から同様の行為が見られていたと報告受けている。通所内の物品を持ち帰ることや、ゴミからの物品収集もある為、本人の行動の観察を必要時には介入をしていく。

＜外来情報＞

高橋　百壽様～心臓がジク―ッとされたようで八戸赤十字病院の救急と消化器科を受診したと報告。胃カメラと循環器の検査を行ったが異常なかったとの事。以前に不整脈があり人の3倍ほど脈拍があると言われたとの事。

9/30：ホルター心電図　10/8循環器科の診察との事で、4週間分処方となっている。デイナイトケアの利用を水曜日に変更したいと申し出があり、担当医から許可を得ている。10/13からデイナイトケアの利用を再開するとの事。

森田　清助様～アパートで困っていることは寒いことと話しており、布団を買おうと考えているとの事。血圧収縮期が130～140mmHgほどあると報告しているが、心配ないことを説明している。

我満奈津紀様～娘様がうみねこ学級へ火・水・木曜日に通学することとしたとのことで、デイケア利用を月・金曜日へと変更したいとの事。デイケアスタッフと相談すると話している。娘様が徐々に本人に懐いてきたと話している。

藤村　翔　様～夜間は睡眠取れているとの事。青山荘には慣れたと話している。薬の管理はスタッフが行い、受け取って服用していると話している。

稲垣　ふき様～胸の辺りをさすっており、掻痒感訴えている。薬で治らないので注射をして欲しいと希望あり。ジュースを飲みすぎると体重が増える薬を服用している為、注意するよう説明している。

＜退院調整会　内容報告＞

板橋　雅勝様（66）統合失調症

退院予定・退院先：10月中旬、自宅へ退院

手帳・年金　　　：手帳1級・年金1級、現在は単独外出行っている。生活費は1ヶ月9万円予定

ご家族　　　　　：実父は死亡、義父も今年4月に死去。単身生活を送っている母がいるが、本人宅とは離れて暮らしている。退院後は、母との同居を本人が希望。

本人の様子

· コミュニケーションや日常生活動作には問題ない。

· 環境など、新しいことに踏み込むまでに時間を要する。

· ストレスを抱え込みやすく、特に対人面でその傾向が見られる。

· 自分のことを上手く話すことが出来ない。

· デイケアでどのように過ごせばよいのか不安がある。

· 服薬は自己管理で問題なく行うことが出来ている。

· 入院してから病状は落ち着いている為、病状悪化した際の状態が分からない。

· 金銭管理も自力で行うことが出来る。

· 家事に対して、本人は不安を持っているが、以前は飲食店で勤めていた経緯もあり、自炊などのレパートリーは増やすことが出来る。

· 他者からの声掛けに対して聞き入れることは出来る。

· 電話は以前携帯電話を所持していたが、「データを新しく入れると、古いデータを盗まれる」と訴え、アドレス帳を増やすことが出来ない。連絡手段として電話が必要であることは理解している。

駒木　洋様　　病名：非定型精神病　　主治医：猪股Dr

保護者：母（駒木典子様）

キーパーソンはお姉様(木村修子様)で金銭管理や今回のアパート探しを行って下さっている。

退院予定：10月中旬、10月にお姉様がアパートの手続きを完了予定

病棟での様子

· 疾病教室を行い、入院するきっかけとなった事の振り返りをおこなっている。

· 訪問指導・自炊訓練・栄養指導を実施

· 生活行動は、食事は簡単な物であれば作ることが出来る。

· デイケア利用の希望は聞かれており、週4～5日を予定。

· 定期的な躁転が見られるが、服薬の調整を行う事無く落ち着いている。

注意点

· 気分高揚・浪費・怠薬

· 気分高揚時には、話し掛けの多さ、不眠・多弁、病式が乏しくなる等の様子が見られる。自己評価も高くなり、注意散漫な様子がある。

